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【2018年3月期 第2四半期業績概況と通期業績予想

発表者：代表取締役副社長 木村 睦】

• 本日は、お忙しいところ、当社グループの2018年3月期第2四半期の決算説明会に
お集まりいただき、誠にありがとうございます。

• 2018年3月期第2四半期の決算と通期の業績予想についてご説明します。
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• まず、宝ホールディングス連結の2018年3月期第2四半期業績についてご説明しま
す。
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• 連結損益計算書の売上高から営業利益までの実績についてご説明します。

＜前期比＞
• 連結売上高は前期比213億4,600万円増収の1,288億5,500万円となりました。
• 売上総利益は売上高の増加に伴い、前期比60億1,800万円増益の494億5,400万円

となりました。
• 販売費及び一般管理費では、運送費や研究開発費、管理費その他が増加しました

が、営業利益は前期比9億2,000万円増益の61億2,800万円となりました。

＜期初計画比＞
• 宝酒造、宝酒造インターナショナルグループ、タカラバイオグループの各セグメントが

増収増益となりました。
• 期初計画では、上半期の営業利益は減益の計画でしたが、結果としては14億2,800

万円上回り、前期比でも増益となりました。
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• 営業外損益では、社債発行費用や支払利息など、営業外費用が前期に比べ増加し
ましたが、連結経常利益は前期比では5億8,600万円、計画比では15億円上回る62
億円となりました。

• 特別損益では、投資有価証券の売却益を計上した結果、親会社株主に帰属する四
半期純利益は、前期比では2億7,000万円、計画比では10億4,700万円上回る、34億
4,700万円となりました。
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• 連結貸借対照表についてご説明します。

• 資産合計は、2017年3月末に比べ、63億5,300万円増加しました。
• 現預金・有価証券がネットで112億3,000円減少しました。これはタカラバイオグルー

プが、WaferGen社とRubicon社の2社をグループ化したことが主な要因です。
• 固定資産は合計で、133億9,400万円増加しました。上記米国2社の影響により、無形

固定資産が123億6,600万円増加しました。

• 負債合計は、2017年3月末に比べ、47億8,400万円増加しました。
• 借入金・社債は、長短合わせて56億4,000万円増加しました。
• 普通社債150億円の発行と100億円の償還がありました。
• 純資産合計は、前期3月末に比べ15億6,800万円増加しました。
• 利益剰余金、その他投資有価証券評価差額が増加しました。

• 続いて連結キャッシュフロー計算書を説明します。
• スライドの7をお願いします。
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• キャッシュフロー計算書についてご説明します。

• 当上半期の営業キャッシュフローは31億6,900万円で、前期比で8億2,500万円増加
しました。

• 投資キャッシュフローは合計で、171億1,800万円の支出でした。
• 有形・無形固定資産の取得が38億6,800万円、タカラバイオグループの米国子会社2

社のグループ化に係る「連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出」が123
億9,600万円ありました。

• 財務キャッシュフローは合計で19億3,100万円の収入となりました。
• 社債の発行と償還がネットで48億8,700万円の収入となり、配当による支出が26億

1,200万円ありました。

• 当第2四半期末の現金及び現金同等物残高は、前期3月末に比べ127億100万円減
少しました。

• スライドの８をお願いします。
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• 宝酒造の業績概況についてご説明します。

＜前期比＞
• 売上高は、15億4,400万円増収の719億7,300万円となりました。
• カテゴリー別では、焼酎、その他酒類が減収となりましたが、清酒、ソフトアルコール

飲料、原料用アルコールが増収となりました。
• 売上総利益も、売上高の増加に伴い、前期比6億6,200万円の増益となりました。
• 販売費及び一般管理費では、運送費が増加しましたが、営業利益は、前期比5億

3,900万円増益の19億9,100万円となりました。

＜期初計画比＞
• 焼酎、ソフトアルコール飲料、原料用アルコールなどが売上計画を上回りました。
• 売上高全体では計画を9億7,300万円上回り、これに伴う売上総利益の増加に加え、

販売費及び一般管理費が計画内に納まったことにより、営業利益は計画を4億9,100
万円上回りました。
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• 宝酒造インターナショナルグループの業績概況についてご説明します。

＜前期比＞
• 売上高は、海外酒類が4億5,000万円、海外日本食材卸が189億500万円増収とな

り、全体では186億8,400万円の増収の338億2,200万円となりました。
• 前年の上半期には連結子会社ではなかった米国のミューチャルトレーディング社を

はじめとする新規連結子会社3社による増収が約185億円ありました。
• 売上原価や販売費及び一般管理費のコスト増がありましたが、営業利益は、海外酒

類が2億1,100万円、海外日本食材卸が7億1,400万円増益となり、全体では8億3,000
万円増益の22億2,300万円となりました。

＜期初計画比＞
• 売上高は28億2,200万円、営業利益は4億2,300万円それぞれ計画を上回りました。
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• 宝ホールディングス連結の2018年3月期通期業績予想についてご説明します。
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＜前期比＞
• 連結売上高は前期比358億600万円増収の2,700億円、連結営業利益は、前期比17億

4,800万円増益の153億円の計画です。

＜期初計画比＞
• 売上高は20億円、営業利益は13億円上方修正しています。
• 通期業績の基本的な考え方は、売上高については、宝酒造、タカラバイオグループが

若干下方に見直し、「その他」でも子会社株式譲渡により連結から外れる物流子会社の
売上高を下方に修正しましたが、宝酒造インターナショナルが引き続き好調に推移する
と見込んでいます。

• 営業利益については、宝酒造、タカラバイオグループは期初の下期計画どおり、物流子
会社が連結範囲の除外になる減少分を、宝酒造インターナショナルの利益増加で補い、
全体としては、上期の上振れ分を、ほぼそのまま通期に持ち越す計画です。

• また、前述の物流子会社の株式譲渡による特別利益が発生することもあり、親会社株主
に帰属する当期純利益は19億円上回る計画です。
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• 株主還元の状況についてご説明します。

• 当社の配当方針としては、税引き後の連結営業利益をベースとしたみなし配当性向
30％を目安に配当することにしています。

• 2018年3月期の配当につきましては、期初予想では1円増配となる14円の配当を予
定していましたが、通期の営業利益予想を上方修正することから、前期から2円増配
の1株当たり15円の配当を発表しています。

• また、20億円の自己株式の取得と、発行済株式総数7.3％に相当する1,600万株の
保有自己株式の消却を行います。

• 今後は、保有する自己株式の上限は発行済株式総数の１％程度を目安とし、それを
超える株式は原則として消却することとしました。

• また合せて、株主優待制度を導入いたします。

12



• 宝酒造の業績予想についてご説明します。

＜前期比＞
• 売上高については、焼酎は減収の計画ですが、清酒やソフトアルコール飲料の売上

を伸ばす計画としています。
• 売上高全体は、前期比25億4,700万円増収の1,520億円、営業利益は前期比9億

2,800万円増益の60億円の計画です。

＜期初計画比＞
• 売上高は10億円の下方修正、営業利益は4億円の上方修正を行っています。
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• 宝酒造インターナショナルグループの業績予想についてご説明します。

＜前期比＞
• 売上高は、海外酒類事業が7億9,700万円、海外日本食材卸事業が328億3,600万円

増収、全体では324億5,900万円増収の700億円の計画です。
• 営業利益は、全体では13億1,700万円増益となる45億円の計画です。

＜期初計画比＞
• 売上高は70億円、営業利益は8億円の上方修正となります。
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【2018年3月期の事業戦略 発表者：代表取締役社長 柿本 敏男】

• 2018年3月期の事業戦略について、中期経営計画のレビューからご説明します。
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• 当社グループは、2011年に10ヵ年の長期経営ビジョン「宝グループ・ビジョン2020」を
スタートさせました。

• この長期経営ビジョンの実現に向けた最終ステップと位置付けているのが、本年４月
よりスタートした「宝グループ中期経営計画2019」です。
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• 本中計の概要と進捗状況についてご説明します。

『宝グループ中期経営計画2019』

＜基本方針＞
「海外売上高比率をさらに高めるとともに、国内外で抜け・モレのない商品と競争優位性
をもった商品を多数もつことで、他社に勝てる分野を数多く築き上げ、どんな環境変化
が起ころうとも収益を大きく伸長させることができるバランスのとれた事業基盤を確立す
る」

＜定量目標（2020年3月期 宝グループ連結）＞
• 売上高 2,900億円以上
• 営業利益 155億円以上
• 海外売上高比率 33%以上

＜進捗状況＞
• 今回修正発表いたしました今期の通期見込は図の通りとなっており、中計初年度とし

て好調なスタートを切ることができたと考えています。
• とくに営業利益と海外売上高比率は目標の達成が視野に入るところまで来ており、

早期の達成に向けて取り組みを加速させてまいります。
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• 各事業の戦略についてご説明します。
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＜事業戦略（宝酒造）＞
「清酒を中心に各カテゴリーの売上高を拡大するとともに、利益率を向上させ、国内の
酒類・調味料市場で和酒No.1メーカーとしての確固たるポジションを確立する」

＜定量目標（2020年3月期）＞
• 売上高1,600億円以上
• 営業利益62億円以上

＜進捗状況＞
• 売上高につきましては、今期の通期予想は1,520億円としており、前期実績は上回る

ものの、中計目標の1,600億円に向けては若干下回る水準です。
• 少子高齢化による飲酒人口の減少が見込まれる国内市場で、トップラインを伸ばして

いくことは容易ではありませんが、各カテゴリーに抜けモレのない商品戦略を展開す
ることで目標の達成を目指します。

• 営業利益については、目標値62億円に対して今期は60億円となる見通しです。前期
および期初計画に対して利益率も改善する計画であり、今後も取り組みを進めてま
いりたいと考えています。
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• 今期の主な商品展開についてご説明します。

＜清酒①＞

• 戦略商品である「澪」につきましては、商品認知率の向上によるユーザーの拡大と、
限定商品の発売に合わせた店頭プロモーションの強化に取り組んでいます。

• 2017年6月には、夏場にぴったりのうすにごりタイプで、さわやかな甘ずっぱさが特徴
の「澪」＜WHITE＞を発売し、好評をいただきました。

• 2017年11月下旬には、昨年も発売した金箔入りの「澪」＜GOLD＞で、クリスマスや
年末のパーティー需要を取り込みたいと考えています。

• 既存の「澪」、「澪」＜DRY＞のデザインリニューアルと合わせ、ブランドのさらなる育
成に努めてまいります。
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＜清酒②＞

• 家庭用向けに展開する松竹梅「天」には、新たなラインナップとして、9月に“松竹梅
「天」極上プレミアム”を期間限定で発売しました。

• ２種類の大吟醸酒をブレンドすることで実現した吟醸酒の風味と飲み飽きしない味わ
いが特徴です。

• 近年人気の高まっている純米酒などの特定名称酒市場に対しても、大吟醸や純米
大吟醸、山田錦などの、中小容量タイプの品揃えを強化するとともに、冷や詰め、秋
あがりといった季節限定の商品を投入することで、さらに大きく伸ばしてまいります。
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＜ソフトアルコール飲料①＞

• 基幹ブランドであるタカラ「焼酎ハイボール」については、さらなる育成により、伸長
を続ける辛口チューハイゾーンでのトップブランドのポジションを確立した
いと考えています。

• 前期に発売して好評を得ました、強炭酸が特徴の「強烈シリーズ」のライ
ンナップを強化するなど、年間を通じて話題性の喚起を図ってまいりま
す。

• 焼酎ハイボールは、この上半期も、前期比122％と伸長いたしました。
• 販売数量も、上半期で498万ケース、通期では1,000万ケースを目指しま

す。
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＜ソフトアルコール飲料②＞

• 基幹ブランドの育成に注力する一方で、多様化する消費ニーズに対応する新しい商
品の開発にも取り組んでいます。

• “宝焼酎「レジェンド」樽熟成焼酎ハイボール”は、当社の強みである樽熟成酒をベー
スに、強炭酸で爽快なのど越しに仕上げた缶入りのハイボールです。

• 樽熟成酒由来の深いコクと、焼酎ならではのすっきりとした口当たりを併せ持ち、ま
た、プリン体ゼロ・糖質ゼロ・甘味料ゼロといった特長により、健康志向のニーズにも
対応することで、「樽熟成焼酎ハイボール」という新たな市場を開拓します。

• また、消費者の嗜好性が多様化するなか、個性的なつくりや味わい、ご当地、希少
性といったものへのニーズが高まっていることに対し、地域性の高い、高付加価値壜
チューハイの開発に取り組んでいます。

• 今期より新しいブランドとして立ち上げた“「寶CRAFT（タカラクラフト）」”は、日本各地
のご当地素材を使用しベースアルコールに樽熟成酒をブレンドするなど、当社ならで
はのこだわりの製法で仕上げた、ご当地の嗜好性やグルメに合う地域限定のチュー
ハイです。

• 2017年9月より順次展開を開始しており、先に発売しました「産地の恵み」シリーズとと
もに、ラインアップの充実を図りたいと考えています。

• これからも、基本戦略である「技術で差異化された商品の開発・育成」を継続するとと
もに、各カテゴリーで抜けモレの無い商品展開を進め、国内市場における和酒No.1
メーカーとしてのポジションを確立してまいります。
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• 販売動向を確認します。

＜上期の販売動向＞
• 当社の酒類・調味料の主なカテゴリーについて見ると、いずれも5月に大きく伸長して

おり、これには本年6月に施行された「酒類の公正な取引に関する基準」の影響が
あったものと考えられます。

• その後、6月には駆け込み需要の反動を受けましたが、9月までには概ね平準化した
ものと見ています。

＜今後の見通し＞
• 当社では社内ガイドラインに沿った適正な運用に努めており、その結果、下半期に

は売上高に若干のマイナスが出る見込みですが、前期に対しては増収を確保する
計画であり、また、販売促進費をはじめとする販管費の適正管理により、営業利益は
上半期の増益分を通期でも維持する計画です。
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• 宝酒造インターナショナルグループについてご説明します。
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＜事業戦略（宝酒造インターナショナルグループ）＞
「日本食材卸網の拡充により事業規模を飛躍的に拡大するとともに、事業基盤の整備を
進め、世界の和酒・和食市場におけるリーディングカンパニーに向けて地歩を固める」

＜定量目標（2020年3月）＞、
• 売上高750億円以上
• 営業利益43億円以上

＜進捗状況＞
• 売上高につきましては、今期の通期予想は700億円としています。
• 北米のミューチャルトレーディング社など3社の新規連結効果もあり、前期から大きく

伸長する見通しとなっており、海外での日本食市場の広がりを追い風に早期に目標
の750億円の達成を目指します。

• 営業利益につきましては、今期の予想は45億円と目標値43億円を上回る見通しとな
りました。

• 業績のさらなる拡大に向け、引き続き取り組みを進めてまいります。
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• 海外子会社の現地通貨ベースでの業績概況について見てまいります。

＜海外酒類事業＞
• 米国宝酒造では清酒を中心に展開しており、売上高は期初計画をやや下回るもの

の現地での清酒人気の高まりから、前期に対しては好調に推移しています。
• 利益面では原価のコストダウンもあり、前期・計画ともに上回る見通しです。

• イギリスのトマーチン社では、ウイスキーのボトル製品、バルク製品を扱っており、全
般的に好調に推移しています。

• 上半期は、シングルモルトのボトル製品が好調なことと、バルク製品の一部で出荷時
期の前倒しがあったことにより、大幅な増収増益となり、通期でも好調を維持する見
通しです。
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• アメリカでは清酒の人気が高まっており、清酒市場は年6%前後のペースで拡大して
います。

• この需要の増加に対応するため、米国宝酒造に設備投資を行い、これまで年間
7,500キロリットルだった清酒の生産能力を本年中に2割増強し、8,800キロリットルま
で引き上げます。

• 今後もさらなる市場の拡大に対応すべく、生産能力を必要に応じて高めていくこと
で、アメリカでの清酒のシェアをさらに拡大させていきたいと考えています。
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• 海外の清酒市場における当社のポジションですが、北米では28.5％、海外全体でも
19.5％でそれぞれトップシェアを占めていると見ています。（当社推計）
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• 海外の清酒市場は年々拡大しており、過去10年間の世界全体の成長率、年平均で
5%を超えます。

• 海外での清酒トップメーカーとして、また清酒や焼酎といった和酒に強みを持つメー
カーとして、和食とともに和酒を世界に広めることにも注力していきたいと考えていま
す。
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＜海外日本食材卸事業＞
• フランスを中心にヨーロッパ各地で事業を展開するフーデックスグループでは、スペ

インのコミンポート社や、前期より当社グループに加わったポルトガルのケタフーズ社
などで、夏場のリゾート需要を着実に取り込むなど、好調に推移しています。

• イギリスのタザキフーズ社では、売上高は順調に拡大しているものの、利益面では年
初のポンド安による仕入原価の上昇や、倉庫移転関連で計画外の費用が発生したこ
となどにより、上半期の営業利益は前期・計画ともに下回りました。原価の上昇につ
いては、販売価格への転嫁や為替相場の改善により、通期に向けては改善していく
見通しです。

• 前期より当社グループに迎え入れました北米のミューチャルトレーディング社では、
ニューヨークをはじめ各地で新規顧客の獲得が順調に進んでおり、通期に向けても
好調を持続する見通しです。

• 今期よりグループに加わりましたオーストラリアのニッポンフード社も、計画にはやや
未達ながらも現地ベースの前期売上高に対しては２桁増で推移しています。

• 海外での日本食人気の高まりを背景に、今後も各地域での事業成長を加速させてま
いります。
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• 海外日本食材卸事業の好調を牽引しているのは、前期より当社グループに迎え入れ
ました北米のミューチャルトレーディング社です。

• ミューチャルトレーディング社は現在、全米８州・９拠点に事業を展開しており、大きく
分けてロサンゼルスを中心とした西地区、ニューヨークを中心とした東地区、そしてハ
ワイとなります。

• 各拠点とも業績は順調に拡大していますが、とくに好調なのがニューヨークを中心と
する東地区です。

• 主な顧客は現地の日本食レストランで、既存店舗への売上が好調であることに加え、
新規店の獲得も順調に進んでいます。

• また最近では日本食以外のレストランからの需要も増えています。

• ミューチャルトレーディング社の取り扱い品目は多岐にわたり、ドライグロッサリー、冷
凍食品、清酒・ビールなどのアルコール類が大きな売上を占めますが、近年は冷凍
の鮮魚など冷凍食材への需要が高まっています。
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• 財務戦略についてご説明します。
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＜中期経営計画 財務方針＞
「健全な財務体質を維持しながら、成長投資を行うとともに、適切な株主還元を実施す
ることによってROEを向上させ、適正な株価水準を実現する」

＜中期経営計画 株主還元方針＞
• 連結営業利益の水準に応じて増配する方針とし、配当総額の税引後営業利益に対

する比率を「みなし配当性向」として、30%を目安に配当を行う
• 政策保有株式の売却や自己株式の取得についても、状況に応じて機動的に対応し

ていくことでROEの向上を目指す

＜取組み状況＞
• 通期業績の上方修正に伴い、2018年3月期の配当を増配することにしました。
• 5月の期初予想では、前期比1円増配の1株当たり14円と発表していましたが、さらに

1円増配となる1株当たり15円とします。
• さらなる株主還元策として、自己株式の取得と消却を実施します。取得の上限は20

億円・200万株としています。
• 2009年3月期から6年連続で総額88億円・1,500万株の自己株式を取得してきました

が、今回の実施は4年ぶりとなります。
• 併せて、これまで金庫株として保有してきた自己株式1,600万株を消却することにしま

した。（発行済株式総数の7.3％に相当）。
• これに加えて、株主優待制度を導入することにしました。2018年3月末現在の株主の

みなさまを対象として株主優待を始めます。

• これからも株主・投資家の皆様にとって魅力ある企業となれるよう、グループ全体の
持続的な成長と企業価値の向上を目指して取り組んでまいります。

【以上】
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